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Abstract– In the near future, we will be using many single purpose information appliances equipped with
ubiquitous, invisible computers. The computerization target is shifting from office to home, as ubiquitous
computing becomes the mainstream. Everyday things such as kitchen counters, furnishings and furniture
will be augmented by inexpensive small computers. In this paper, I will introduce our activities to augment
everyday things in home environment, i.e. to enhance kitchen counters and furniture by using computers.
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1 はじめに
デスクトップコンピューティングからユビキタスコ
ンピューティングへと，コンピュータ利用のパラダイム
シフトが進んでいる．コンピュータ利用の場も，オフィ
スからホームへ移りつつある．このようにコンピュー
タは今後，生活のありとあらゆる場面に織り込まれて，
我々の生活を支援するようになると予想されている 13)．
そのような状況を作り出すためには，小型で安価なハー
ドウェア，バッテリの問題，新しいネットワークやOS
の技術など，様々な技術的課題がある．ヒューマンイ
ンタフェースとしては，今までと全く違った状況で使
われるコンピュータのための革新的なインタフェース
の実現が課題になるであろう．また，人々が必要とし
ているものが何であるのかを知るためのユーザ研究を
通して，新しいアプリケーションを提案することも重
要な課題である．生活空間にコンピュータが組み込ま
れることが，一体どうして嬉しいのか，それをヒュー
マンインタフェースの研究者は示さねばならないので
ある．
本論文では，筆者の研究例を中心に，ユビキタスコ
ンピューティングにより強化された家におけるアプリ
ケーションを紹介し，これを分類し，今後のユビキタ
スコンピューティングの可能性について考察する．

2 未来のキッチン
ユビキタスコンピューティングの魅力的なアプリケー
ションは，どこに存在するであろうか．訓練されたコ
ンピュータ技術者だけがユーザであったメインフレー
ムの時代には，コンピュータのアプリケーションは，主
に，工場，研究所，企業の本社などに存在した．パー
ソナルコンピュータの時代になると，一般のオフィス
ワーカーがユーザになり，主なアプリケーションの場
所は，オフィスや書斎に移っていった．すべての人々
がユーザになるユビキタスコンピューティングの時代
には，アプリケーションの場として，家庭が非常に重
要になるであろう．
家庭におけるユビキタスコンピューティング利用と
して，すでに，様々なアプリケーションが提案されて
いる．その中でも，キッチンは，家の他の部分と比較
してコンピュータによる生活支援が容易な場所と言え
る．キッチンは生産の場であるので，工場やオフィス

Fig. 1: Kitchen of the Futureシステム全体像．吊り戸
棚の下にカメラとマイクロフォン，壁に LCD，足元に
スイッチが組み込まれている．

での在庫管理，工程管理，共同作業支援などと類似の
アプリケーションが受け入れられる可能性がある．ま
た，キッチンは調理や食事の場だけではなく，調理を
通した学びの場であり，コミュニケーションの場でも
ある．
筆者らは，キッチンにコンピュータテクノロジーを
導入する事により，単に調理の効率を向上させるだけ
ではなく，キッチンを学びとコミュニケーションの場
として復活させることができると考えている．たとえ
ば，遠隔地の友人／家族とのコミュニケーション機能
や，インタラクティブなマルチメディア調理指導コン
テンツを導入することで，料理することの楽しさを手
軽に味わえるように支援するシステムが構築できるで
あろう．
この目的のために，筆者らはカメラ，ディスプレイ，
マイクロフォン，スイッチ，センサ，ネットワークなど
を組み込んだ，コンピュータ強化されたキッチン環境
Kitchen of the Futureを試作している 7), 9)．この外観
を図 1に示す．これは，市販されているシステムキッ
チンカウンター1にコンピュータ機能を組み込んだ，コ
ンピュータ強化キッチンカウンターである．遠隔地に
あるキッチンを結んで，遠隔調理支援などのコミュニ
ケーションシステムの実装と実験を行う目的で，この
ようなキッチンカウンターを 3カ所2 に実装している．

1クリナップ社：S.S. およびクリンレディ
2公立はこだて未来大学 (北海道函館市)，お茶の水女子大学 (東

京都文京区), 筑波大学 (茨城県つくば市)
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本キッチンカウンターには，流し，コンロ，2カ所
の調理スペースの合計 4カ所の作業エリアがある．そ
こで，それぞれのエリアでの作業や遠隔コミュニケー
ションを支援する目的で，エリアごとにビデオカメラ，
マイクロフォン，フットスイッチ，液晶ディスプレイ
(LCD)を，合計 4組，組み込んだ．さらにスピーカも
設置している．ビデオカメラ，マイクロフォン，LCD，
スピーカは，調理の手順の記録や遠隔地とのビデオ対
話などに利用する．また，LCDとスピーカは，調理手
順を説明するマルチメディアコンテンツの表示にも使
用される．
カメラとマイクロフォンは吊り戸棚の下に取り付け
た．カメラは下方を向いており，ユーザの手元を撮影す
る．これにより調理手順を明瞭に撮影することができ
る．このようなカメラ取り付け位置は，他システム 12)

でも採用されている構成であり，手元のみを撮影して，
ユーザの顔や部屋の様子を撮影しないので，家庭内に
設置するカメラが引き起こすプライバシー問題を，回
避することができるとされている．本システムで遠隔
ビデオ対話を実現する場合においても，プライバシー
を気にするユーザには，手元の映像だけを撮影するカ
メラ位置が好まれると考えた．
ユーザがコンピュータに入力を行えるように，足元
にスイッチを設置した．このフットスイッチにより，調
理手順を説明する映像や音声の記録の開始，遠隔地と
対話するカメラやディスプレイの切り替え，調理手順
のマルチメディアコンテンツの制御などを行う．この
ような操作は，両手がふさがっていたり，濡れていた
りする調理中に行われるので，ハンズフリーな入力方
法が望ましい．調理の妨げにならない入力方式として，
音声認識，視線入力，ジェスチャー入力が考えられ，実
際に採用されている例もある 1)が，筆者らは確実に操
作できるフットスイッチが適していると考えた．

3 キッチンのアプリケーション
前節で述べたように，キッチンは比較的アプリケー
ションが構築し易い場所である．筆者らは，この未来
のキッチンにより，調理過程をWWWなどで公開して
コミュニケーションを促進する，その調理過程を提示
して調理の学習をする，遠隔地のキッチンとビデオ会
議によりコミュニケーションや学習を支援する，マル
チメディアを利用して調理をインタラクティブに支援
する，などのアプリケーションを開発している．

3.1 調理の記録と公開

インターネット上に公開される料理のレシピは増加し
ており，公開されたレシピをテーマにした掲示板機能に
より，参加者のコミュニティが形成されているWWW
サイトもある3．
しかしながら，両手がふさがっている実際の調理の
場で，写真付きのレシピを作成する作業は困難である．
筆者らは，Kitchen of the Futureを利用すれば，この
ようなレシピの作成を支援できると考え，アプリケー
ションを試作した．このアプリケーションは，フットス
イッチの操作をモニターして，これが押されると，作
業中の手元の写真を撮影する．同時に，音声メモによ
る作業の説明を，マイクロフォンを使用して 5秒間収

3http://cookpad.com/ではレシピが 10 万品公開されて，月間
100 万人の利用者がある．

Fig. 2: 記録された調理過程の写真と音声ファイルから
作られたレシピWWWページ．削除やメモ書き等の編
集機能も実現している．

録する．こうして得られた写真と音声データファイル
は，秒単位のタイムスタンプと 4台のカメラ／マイク
ロフォン識別番号により，一意の名前のファイルとし
て，PCのWWW公開ディレクトリに格納される．
写真と音声は，PCのWWWサーバ機能により，図

2のようなレシピのページとして公開される．これは
PHPスクリプトによりダイナミックにフォーマットさ
れたページで，調理の様子を写真で閲覧し，ボタンをク
リックすることで音声のメモを聞くことができる．さ
らに，不要な写真／音声を削除したり，写真をクリッ
クすることで手書きメモを書き込める編集機能なども
提供した．

3.2 調理の閲覧

サーバに保存されたレシピ情報をコンピュータ画面
で閲覧するだけでなく，調理を行う場である Kitchen
of the Futureのディスプレイに表示すれば，調理過程
を円滑に再現できるであろう．またレシピ情報には，時
間情報や，カメラ位置情報なども含まれているので，作
業が行われるべき場所にタイミングよく表示すること
が可能である．下味を付けている間に別の作業を行う，
などの調理の「段取り」をわかりやすく学ぶシステム
が実現できる．そこで，先のアプリケーションで取得
した調理過程の情報を，Kitchen of the Futureの 4カ
所のディスプレイに表示するアプリケーションを試作
した（図 3）．
このアプリケーションは，Kitchen of the Futureの

4カ所の作業エリアのうち，作業を行うべきエリアの
ディスプレイに，作業を説明する写真と音声を表示す
る．そのエリアのフットスイッチを押すと，次の手順の
情報を該当する作業エリアに表示する．作業者は，写
真の現れる作業エリアに移動しつつ，そこでの作業を
進めて行くことで，調理過程を残した作業者の段取り
を容易に再実行することができる．

3.3 遠隔調理支援システム

キッチンにコンピュータネットワークを組み込むこ
とで，遠隔地とのコミュニケーションが実現できる．そ
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Fig. 3: 記録した調理過程を再生し，調理を行っている
様子．フットスイッチの操作で，次の手順の写真に切
り替わる．

Fig. 4: 遠隔地で調理する熟達者 (上)と初心者 (下)と，
それぞれが調理した料理．

こで，キッチンの場におけるコミュニケーションを支
援する目的で，遠隔地とのビデオ対話システムを実装
し，これを利用して遠隔地からの調理支援の実験を行っ
た．キッチンの場でビデオ対話を利用した遠隔コミュ
ニケーションが可能になれば，例えば子が遠隔地に暮
らす親に調理方法を教えてもらったり，遠隔地に居る
調理指導者から料理を教えてもらうなどの利用が考え
られる．
そこで遠隔地に設置した二組の Kitchen of the Fu-

ture4システムをネットワーク接続して，そこに組み込
まれた LCD, マイクロフォン，スピーカー，フットス
イッチを利用して遠隔ビデオ対話システムを実装した．
このビデオ対話システムは，4カ所のカメラ，マイクロ
フォン，LCD, フットスイッチを利用して，フットス
イッチを押した場所の映像を，相手のキッチンの対応
する場所の LCDに表示する．この結果，双方のキッチ
ンで，相手の立ち位置を示すと同時に，相手の作業の
様子を表示することが可能になる．
このシステムを使用して，遠隔地のキッチンを接続
し，調理支援の実験を行った (図 4)．一方で調理の熟
達者が，もう一方で調理の初心者が調理を行い5ビデオ
対話を利用して調理指導を行った．調理の支援は全体
に円滑に行われた．熟達者は，調理の指示だけでなく，
食器や道具の準備や片付けの指示を出すなどしていた．

4函館と東京に設置したキッチン．LCDは 15および 14インチ．
5函館側が熟達者，東京側が初心者．

Fig. 5: Kitchen of the Futureに実装したマルチメディ
ア調理支援システムの画面

これにより，紙のレシピだけでは初心者が対応できな
かったであろう調理の段取りまで伝えることができ，同
じ場所で実際に対面した状況に近い調理指導ができて
いる様子であった．

3.4 マルチメディア調理支援システム

Kitchen of the Future の共同研究者である浜田は，
マルチメディアを利用した調理支援アプリケーション
Happy Cooking を開発してきた ?)．Happy Cooking
は，テキストレシピ，手順の構造，映像の索引情報など
を含むXMLデータおよび料理映像を入力とする．次に
テキストの構造情報から，料理全体にかかる時間が最
短になり，かつ全料理ができるタイミングが最も揃う
ように料理手順の自動最適化を行う．そして映像とテ
キストを最適化された手順に沿って順に提示し，ユーザ
をナビゲートする．ユーザは指示された作業を終了す
るごとにシステムに通知し，次の作業の指示を受ける．

Happy Cooking はインタラクティブな支援システム
であり，ユーザが調理中に利用することを想定してい
る．しかし，キッチン環境下では様々な制約があるた
め，既存の PC向けのユーザインタフェース手法では
ソフトウェアの使用感を損ねる多くの問題が生じるこ
とがわかった．そこで，Kitchen of the Futureに組み
込まれた LCDやフットスイッチなどを利用して，イン
タラクティブな調理支援システムにふさわしいインタ
フェースを実装した．

Kitchen of the Futureキッチンの 4箇所の作業領域
のそれぞれに設置した LCDに，現在指示している手順
を表示することで，ディスプレイを見るためにユーザ
が動く距離を最小限にすることが可能である．たとえ
ば，「玉ねぎのみじん切り」はまな板の画面，「フライパ
ンにバターを熱する」はガスレンジ台の画面に指示と
映像を表示することで，作業の場で作業指示を得るこ
とができる．作業に関する映像が目前で再生されるこ
とによって模倣が容易になり，学習効果を格段に高め
るものと考えられる．Kitchen of the Futureのディス
プレイの一つに表示される調理支援画面の例を図 5に
示す．
一方，4箇所の作業エリアの足元にあるフットスイッ

チを利用することで，調理道具で手がふさがっていた
り，濡れたり汚れていても，快適にシステムの操作が
行える．これにより，ユーザは場所をいちいち移動す
ること無く現在の作業の終了をその場でシステムに知
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らせることができる．フットスイッチにより手が自由
になる上に，ユーザはソフトウェア入力のために姿勢
を変える必要さえほとんどなくなり，システムとのイ
ンタラクションに伴うストレスが最小限に押さえられ
るものと考えられる．

4 デジタルな日用品
完成し尽くした技術は，現在の印刷技術や電気モー
タのように，利用者が意識しないでも使いこなせる状態
に至る 13)．人々がその存在を忘れるような技術をユー
ザの立場から分析すると，今のコンピュータと対照的
な特徴をいくつかあげることができる．一つは，常に
（または少なくとも一瞬にして）起動状態にあることで
ある．技術を利用するにあたって，複雑な操作が必要
であったり，起動に著しく時間を要したりする技術は，
透明な存在にはなれない．二つ目は，単機能であるこ
とである．一つの用途に一つの道具を用意すれば，ユー
ザインタフェースは非常に簡単になる．アタッチメン
トを取り替えたり，ソフトウェアを切り替えたりしな
ければ使えないのでは，誰でも使える道具にはならな
い．そこで，将来のユビキタスコンピュータは，単機
能の情報アプライアンス6になるという予測がされてい
る 6)．
一方，家具，調度品，小型の家庭電化製品，および
生活のあらゆる場所に置かれている小物（これらは総
称して decorと呼ばれる）は，我々が長年親しんだ簡
単な操作で，単一もしくは限られた数の機能を提供し
ているので，このような透明な存在のコンピュータを
組み込み実現するのに格好の場所である．そこで筆者
らは，透明な存在のコンピュータによって強化された
decorを，Digital Decorと呼び，いくつかの試作をす
すめている 11)8)．
このようなコンピュータを組み込んだ日用品には，ど
のようなアプリケーションの可能性があるだろうか．筆
者らは，主に３種類の可能性，すなわち，

• 物探しなど，人々の記憶力を支援する

• サイバースペース上の情報を実世界に提示する

• カジュアルな遠隔地コミュニケーションを支援する

があると考えている．以下では，このようなアプリケー
ションを実装した研究例と，筆者ら行ったいくつかの
試作を紹介する．

4.1 記憶する日用品

環境や日用品に，センサやコンピュータ機能が組み
込まれ，「インテリジェント」になることにより，人の
知的活動を常時サポートするアプリケーションが，第
一に考えられる．ただし，従来のオフィス環境で考え
られていたような，高度で複雑な意思決定をも含めた
知的な活動の支援ではなく，極めて簡単な操作により，
日常のど忘れや，探し物を支援するために利用される
であろう．
米国ジョージア工科大学の実験住宅 Aware Home 7

に設置された Cook’s Collage 12) は，Kitchen of the
Futureのようにカメラとディスプレイが組み込まれた

6冷蔵庫やトースターなどの，いわゆる白物家電
7http://www.awarehome.gatech.edu/

Fig. 6: Strata Drawerの外観 (上)と，引き出しの中ブ
ラウザ (下)．ブラウザのウィンドウ下には時間軸，右
には高さ軸のスライダがあり，撮影時刻と，内容物の
蓄積高さを変えて写真を閲覧することができる．

キッチンを使って，調理台の作業のスナップショットを
撮影して，過去に何を行ったかを思い出させてくれる
システムである．撮影された写真は，ディスプレイに
漫画のコマのように表示される．調理の中断から台所
に戻ってきたときに，これを巻き戻して閲覧すれば，ど
こまで作業を行っていたかを知ることができる．

引き出し，戸棚，カップボード，箪笥，箱など，収納
機能を持つ decorにコンピュータを組み込むことで，内
容物の探索を支援することが可能になる．収納家具の
内容物の把握が困難な理由のひとつが，不透明で，扉
を開けないと中が見えないことである．収納家具の中
の写真があれば捜し物作業は楽になるが，カメラを探
して，写真を撮り，すぐに取り出せる場所に写真を保
存する手間が膨大になる．収納家具がセンサ，カメラ，
コンピュータを内蔵して，内容物の写真を自動的に撮
影して保管してくれれば，捜し物作業はずっと容易に
なるであろう．たとえば，カップボードの扉の内側や，
おもちゃ箱のふたの下ににカメラを取り付け，扉やふ
たを閉じるたびに写真を撮影し，過去の写真までを見
ることができれば，積み重なった下の物や，別の物の
背後にある物も，写真だけから探すことができる．ま
た，この家具が，写真データを配信するサーバとして
機能すれば，遠隔地にある複数の家具の内容物を，一
カ所から閲覧して物探しを行うことも可能である．

Strata Drawerは，カメラに加えて，引き出し内容物
の量センサーを取り付けて，内容物の写真と，蓄積さ
れた高さ情報を収集するシステムである 11)8)．撮影さ
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Fig. 7: 液晶ディスプレイを額に入れ，モンドリアン風
のイラストを表示する，お天気モンドリアン．矩形の
領域の色で天気，気温，降水確率を表現する．人が近づ
くと，写真のように文字を加えて詳細情報を表示する．

れた写真は，タイムスタンプと高さ情報とともに保存
される．専用のブラウザソフトでこの引き出しにアク
セスすると，6 のように，任意の時間と，蓄積高さに
相当する写真を見ることができる．これにより，引き
出しの中に積み重なった書類や衣類の中から，目的の
物を探し出すことができる．

4.2 情報提示する日用品

デジタルな日用品の二番目の可能性は，環境や日用
品に組み込まれたコンピュータにより，デジタル世界
の情報を様々な場面に提示するアプリケーションにあ
る．PCによる情報提示と異なり，極めて簡単な操作で
情報が得られたり，多少込み入った操作が必要であっ
ても，日常生活にある食器，雑貨，文房具などを手に
もって動かすような，タンジブルな操作 2)が採用され
るであろう．さらには，日常の環境にアンビエントに
とけ込んで 3)常時表示されるので，全く操作なしで利
用できるようにも設計されるであろう．
英国Brunel大学は，インターネット上の天気予報情
報を，トーストに焦げ目で表示するトースターが試作
された8．このトースターは小型のコンピュータを内蔵
しており，インターネット上の天気予報情報を取得し
て，トーストに雲や太陽のマーク焼き付けて，天気予
報を表示する．ユーザは，朝食のトーストにバターを
塗りながらその日の天候を知ることができる仕組みで
ある．トーストに焦げ目で情報を提示するアイディア
は実は以前から知られていて，たとえば，ネットワーク
から取得した株価情報を焦げ目で表示するトースター
が提案されている 5)．しかし，実際に稼働する試作機
を作成した例は，筆者の知る限り本システムが最初で
あり評価に値する．
筆者らは，インターネットから取得できる気象予報
情報を，壁掛けディスプレイに絵画のように装飾的に表
示するシステムを試作している 10)．これにより，日々
変化するデジタル情報を，生活にとけ込んだ形で楽し
く表現する装置の実現をめざしている．図 7は，モン
ドリアン9 風のイラストをコンピュータで生成して，イ

8http://www.theregister.co.uk/content/2/
19442.html など

9Pieter Cornelis Mondriaan. オランダの画家．1972-1944.

Fig. 8: Peek-A-Drawer．ネットワーク接続したキャビ
ネットの上の引き出しの内容が，もう一方の下の引き
出しのディスプレイに表示される．

ラストを構成する矩形部分の色を，予報天気情報によ
り変化させるシステムである．本システムでは，ユー
ザが置かれている場所の天候の動向を，絵全体の雰囲
気で知らせることを目的に，矩形部分の色を，予報天
気，気温，降水確率により変化させた．すなわち，晴
れ，気温が高い，降水確率が低いなどの場合に暖色で，
逆の場合に寒色で表示した．一方，人が近づいた場合
には，それぞれの矩形領域の色が意味している情報を，
図 7のように文字を重ねて表示する．

4.3 コミュニケーションする日用品

デジタルな日用品の三番目の可能性は，環境や日用
品に組み込まれたセンサやネットワークの機能により，
簡単な操作で，位置や身の回りの状況などのコンテク
スト情報や，映像，音，手触りなどの非言語なアウェ
アネスを伝達する，カジュアルなコミュニケーション
にある．たとえば，一人暮らし老人のように遠隔地で
暮らす家族や，サテライトオフィスで働く人などを対
象に，遠隔地の親しい人同士に「つながり感 4)」を提
供する装置がこのカテゴリーに含まれる．
図 8に示す Peek-A-Drawer 11) は，ネットワーク接

続された一対の引き出し家具である．片方の上の引き
出しを閉じると，内蔵されたカメラが引き出しの中を
自動的に撮影して，もう一方の引き出し家具のディス
プレイに表示する．ディスプレイは引き出しの中に上
向きに設置されているので，離れた場所の引き出しの
内容をのぞき込んでいるかのようなリアリティを得る
ことができる．Peek-A-Draweが実現する画像によるコ
ミュニケーションは，今日でもデジタルカメラや電子
メールを使えば実現できる．しかし，撮影をして，デー
タを転送して，メールに添付して発信する作業が必要
である．引き出しに物を格納するだけで転送され，開
けるだけで見ることができるという操作手順は，通常
の引き出しをいつものように使用しているのと何ら変
わらないため，コンピュータやネットワークの存在を
感じることなくコミュニケーションが可能である．ま
た，撮影対象が引き出しの中に限定されていることで，
プライバシーの問題も生じない．

Peek-A-Drawerは，約 300km離れて一人暮らしして
いる祖母 (72才)の家とその孫娘 (11才)の家庭環境に
設置されて，ほぼ 6ヶ月の実地試験が行われた．この
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Fig. 9: 同期するランプとゴミ箱を使っている様子．遠隔
地のランプの明るさと，ゴミ箱の蓋の開閉が同期する．

期間中に，二家族の間で約 200枚の画像が交換された．
特に祖母の側での評価が高く，人形や小物を，箱庭の
ようにならべて，メッセージを付け，絵はがき感覚で
利用している様子が観察できた．
筆者らはさらに，遠隔地で暮らす家族や親しい人た
ちのコミュニケーションを支援するために，遠隔地に置
かれた家具，日用品，調度品が同期するシステム Sync
Decor（相手の状態がわかる調度品）を提案している．
Sync Decorとは遠隔地に置かれた家電製品や調度品の
動きや状態を連動させることで，相手の行動や雰囲気
をさりげなく伝えるものである．このようなネットワー
ク日用品は，たとえば，単身赴任者とその家族，別居
している老人世帯と孫世帯，一人暮らしの大学生と親，
遠距離恋愛中のカップルなどのコミュニケーション支
援手段として有効である．また一人暮らしのお年寄り
の見守り支援としても有効であると考える．
図 9は，同期するランプとゴミ箱を使っている様子

である．遠隔地に置かれた一対の同期するゴミ箱は，一
方で蓋を開閉すると，片方のゴミ箱もサーボモータに
より開閉する．また，X10 10を利用したランプは，遠
隔地に置かれた同じアドレスのランプと同期して点灯，
消灯，調光する．
このほか，遠隔地の家の赤外線リモコンの状況を伝
え合うことで，遠隔地のテレビと同期して作動するテ
レビも考えられる．また，同じ局を受信するラジオ，同
じ曲を再生する音楽プレイヤー，調理終了すると遠隔
地でも終了音が鳴る電子レンジ，同じ時間に鳴る目覚
まし時計などを，順次試作し，実際の遠距離恋愛中の
カップルなどに使ってもらい評価を進める予定である．

5 おわりに
コンピュータにより強化された家と日用品のアプリ
ケーションとして，筆者らが実装し評価実験を進めて
いる，未来のキッチンや，コンピュータを組み込んだ
家具や調度品を紹介した．
メディアとしてのコンピュータを目指した PC は，

ユーザの要望を的確に取り込んだ結果生み出された
WWWアプリケーションにより，急速に人々に受け入
れられた．これに続くユビキタスコンピュータを浮上
させるためのキラーアプリケーション探しもまた，ユー
ザー研究を通して，人とコンピュータの関係を研究して
きた HCI研究の大きな課題である．PCのアプリケー
ションは，主にオフィスでの人々の活動を分析する事で
生まれてきた．ユビキタスコンピュータのアプリケー
ションは，日常のあらゆる状況を対象にしている．こ
れからのHCI設計者や研究者は，人々が環境や日用品
とかかわり合う状況を分析して，コンピュータ利用の

10http://www.x10.com/

新しい可能性を探っていかねばならない．そのために
は，建築家や，服飾，家具，食器，日用品などのデザ
イナーの視点を持つ事や，彼らとコラボレーションを
することが重要になるであろう．
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